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京都府広報監 まゆまろ 

重症熱性血小板減少症候群(SFTS)の感染者の発生について 
 

平成３０年６月１０日 

京 都 府 健 康 福 祉 部 

健康対策課(075-414-4734) 

京 都 府中丹東保健所 (0773-75-0806) 

 

平成３０年６月８日（金）、府内の医療機関からマダニが媒介する重症熱性血小板減少症候群（Ｓ

ＦＴＳ）が疑われる患者発生について情報提供があり、保健環境研究所による検査の結果、本日、

患者であることが確定しましたのでお知らせします。 

つきましては、マダニの活動が活発な時期ですので、府民に対して裏面の事項について注意喚起

いただきますようお願いします。 

なお、本件は、京都府における今年度初めての患者発生です。 
 

１ 患者の概要 

（１）年齢・性別等  ８５才 女性 舞鶴市在住 

（２）症    状  発熱、下痢、血小板及び白血球数の減少  等 

（３）患者の状況 医療機関に入院・加療中 

２ 本府の対応 

・ 電話相談窓口の案内 

    健康対策課  電話番号 075-414-4726（土曜休日を除く９時～１７時） 

    中丹東保健所  電話番号 0773-75-0806（土曜休日を除く９時～１７時） 

・ 府ホームページに関連情報を掲載 

（http://www.pref.kyoto.jp/kentai/260903kansenkinkyuu.html）    

３ 京都府内におけるこれまでの報告 

 

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年（今回） 
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【裏面あり】 

【重症熱性血小板減少症候群（ＳＦＴＳ）とは】 

ＳＦＴＳは、ＳＦＴＳウイルスに感染することで引き起こされる病気で、ウイルスを保有しているマ

ダニに咬まれることで感染します。 

潜伏期間は６～１４日。症状は発熱、消化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、下痢、腹痛）が多く、血

小板減少、白血球減少、血清酵素（ＡＳＴ、ＡＬＴ、ＬＤＨ）の上昇が認められます。 

致死率は６.３〜３０％と報告されていますが、治療は対症的な方法しかなく、有効な薬剤やワクチ

ンはありません。 



 

 

１ 感染防止のため、マダニに咬まれないように注意しましょう。 

  マダニは、主に草むらや薮・森林にいます。このような場所で長時間地面に直接寝転んだ

り、座ったりするのは止めましょう。 

  草むらなどに入るときは、長袖、長ズボン、手袋、長靴等を着用しましょう。また、色の

薄い服はくっついたダニを見つけやすくなります。 

  ダニをよせつけないために、肌の露出部分や服にＤＥＥＴ（ディート）などの有効成分が

含まれた虫除け剤の使用も有効です。虫除け剤は皮膚の露出部に使うか、衣服の上から使い

ます。（説明書をよく読んで使用してください。） 

  帰宅後はすぐ入浴し、体をよく洗い、新しい服に着替えましょう。 

  着ていた服はすぐに洗濯するか屋外で天日干ししましょう。 

 

２ もしマダニ類に刺されたら 

  マダニ類の多くは、人や動物に取り付くと、皮膚にしっかりと口器を突き刺し、長時間

（数日から、長いもので１０日間）吸血します。無理に引き抜こうとすると、マダニの一

部が皮膚内に残ったり、ダニの体内や傷ついた皮膚からでる液体に病原体がいる可能性が

あるので、できる限り直接手でダニを取ったり、つぶしたりせず、すぐに病院で処置して

もらいましょう。 

  マダニに刺された後に、発熱等の症状が認められた場合は、早めに医療機関を受診して

ください。 

 

３ マダニとは 

  マダニと、食品等に発生するコナダニや衣類や寝具に発生するヒョウヒダニなど、家庭

内に生息するダニとでは全く種類が異なります。また、植物の害虫であるハダニ類とも異

なります。 

  マダニ類は、固い外皮に覆われた比較的大型のダニで、主に森林や草地等の屋外に生息

しており、市街地周辺でも見られます。 

  種類にもよりますが、成ダニでは、吸血前で３～８ｍｍ、吸血後は10～20ｍｍ程度です。 

府民の皆さまへお願い 


